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編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記

　長野県の埋蔵文化財情報誌『信州の遺跡』も今号で20号となった。当セン

ターでは、昭和57（1982）年のセンター発足当初にB5判の情報誌『長野県埋

蔵文化財ニュース』を創刊した。『ながのけん埋蔵文化財センター速報』全６

号をはさんで、平成15年度からは「しなの」にかかる枕詞を冠した長野県埋

蔵文化財センターニュース『みすずかる』を全18号刊行し、埋蔵文化財の発

掘調査に関する情報を発信してきた。そして、平成24年11月からは、センター

がおこなう発掘調査だけではなく、広く県内の遺跡や文化財の情報を県民

の皆さんに身近に感じていただく情報誌をめざし、新たに長野県教育委員

会や県内市町村教育委員会の協力を得て『信州の遺跡』の刊行が始まった。

　第１号の巻頭では、中野市柳沢遺跡の報告書刊行を報じている。柳沢遺

跡は、それまでの信州の弥生時代像を大きく変換させる重要な発見と位置

付けられる貴重な遺跡であることはもちろん、弥生時代の日本列島の社会

や文化を考えるうえでも重要な遺跡であった。そして、第４号では、松本

市教育委員会がおこなった国史跡弘法山古墳を造った集団の集落の可能性がある松本市出川西遺跡の発掘調査成

果。第11号では、センターがおこなった塔鋺形合子が出土した長野市小島 · 柳原遺跡の発掘調査成果や、飯田市

教育委員会がおこなった全長35ｍにおよぶ古墳前期の前方後方墳笛吹２号古墳を含む北方西の原遺跡の報告書

刊行。第12号では佐久市教育委員会がおこなった弥生時代後期のベンガラが満杯に入った壺が出土した佐久市西

一本柳遺跡の発掘調査成果等、県下の様々な発掘調査情報を発信してきた。また、塩尻市の国史跡平出遺跡整備（第

２号）、長和町の「黒曜石鉱山展示室『星くそ館』」開館（第17号）や、出土遺物にスポットをあてた情報等、文化財に

関する様々な情報も取り上げてきた。

　このように10年間にわたり多くの情報を発信してきたが、これからも大きく「窓」を開いて、広くその情報を発

信していけるように心掛けていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西香子）

「信州の遺跡」第20号をお届けします。「考古学の窓」で本紙の来し方

を振り返りましたが、くしくも創刊号同様、上田さんに巻頭を飾って

もらいました。また、飯田市教育委員会の春日さん、長野市埋蔵文化

財センターの鹿田さんにも貴重な情報を提供いただきました。

　特集として、北海道埋蔵文化財センターから出向の大泰司さんから

ご当地の遺跡紹介を、大竹さんからは縄文の日本遺産のその後を伝え

てもらいました。なお、「埋文ほっと情報」では40周年の節目を迎えた当

センターの今後のあり方について提案もありました。

　多忙の中、寄稿していただいた皆さんに感謝申し上げます。

（平林  彰）

真光寺遺跡

篠ノ井南条遺跡

座光寺原遺跡 西浦遺跡

上五明条里水田址

黒田大明神
　原Ｂ遺跡

本号で掲載した遺跡位置

( 一財 ) 長野県文化振興事業団　長野県埋蔵文化財センター
〒 388-8007　長野市篠ノ井布施高田 963-4
　TEL 026-293-5926　FAX 026-293-8157
　https://naganomaibun.or.jp/    印刷：奥山印刷工業株式会社　　　　　　
この冊子は、令和 4年度 地域の特色ある埋蔵文化財活用事業で作成しました。
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